巫凪ルート１（六月二十八日）

　なんとか里美の目をかいくぐり、再び旧校舎のこの場所へとやってきた。

　がらがらっとドアを開けて、暗幕のしてあるその教室――別名、沢野先生のガラクタ置き場に入る。
「あ、中根さん。こんにちは」

「………………」

　開けたとたん、中でふよふよ浮いている幽霊――巫凪に挨拶され、正直面食らってしまう。

「どうしたんですか？」

「どうしたもなにも、まだ明るいよね？」

「はい。今日は良いお天気ですね。お暑いんでしょう？」

「あ、うん……ってそうじゃなくて、なんでここにいるの？」

「え………」

　俺がそう聞くと、巫凪はすごく悲しそうな顔をして――

「来ちゃ、いけませんでしたか？」

「いや、あの、そういう意味じゃないんだ！来てくれてかまわない。その、来てくれて嬉しいし。とにかく、俺が言ったのはそういうことじゃないんだ」

「本当ですか？」

「うん。本当だって」

「……よかった」

　俺の熱意のこもった言葉に、巫凪はやっと納得してくれたようだ。

「俺の聞き方が悪かったよ。俺が聞きたかったのは、まだ明るいのに出てこれるのかって事」
「おかしいですか？」

「え、いや、だって、幽霊とかって夜に出てくるもんじゃないの？」

「別にそんなことはないですよ。昼間に活動する幽霊だっていくらでもいますし」
「そうなの？」
「はい。私たちは好きなときに寝て、好きなときに活動するんですよ」

「あれ、幽霊でも寝なくちゃいけないの？」

「当然ですよ。私たちだって疲れますから」

「疲れるって、体ないじゃん」

「私たちは精神体ですからね。精神疲労が疲れるってことなんです。それを回復するのは、やっぱり眠ることが一番なんですよ」

　幽霊も眠るのか。
　う～ん……またいらない知識が増えた気がするな。

「私……日光浴が好きなんです。ぽかぽかした陽気は感じられませんけど、太陽の光を浴びているだけで気持ちよくて昼寝したりして。おかげで、私の場合は夜に活動することが多いんですけどね。でも、今日は中根さんが来てくれるかもしれないから、ちゃんと起きて待っていたんですよ」

　巫凪は、恥ずかしそうにてへへっと笑っている。

「わざわざ俺に合わせる必要ないのに」

「まあ、いいじゃないですか。少しばかりお話し相手になってくださいよ」

「……うん。片付けしながらでいいなら」

「はい」
　うれしそうに笑っている巫凪の横を通り抜け、片付けに取り掛かるために腕まくり。

　昨日やったというのに、ガラクタの山は一向に減っている気はしない。
　思えば、ある程度整理してから一気に持ってった方が早いかもしれないな。
　リアカーとか借りられれば、かなり時間の短縮になるだろうし。

「さて、じゃあやりますか」
「はい。がんばってくださいね」

　こうして俺は、巫凪の声援を受けながら片付けをはじめたのだった。

　日もだいぶ暮れてきて、部活で残っているやつもそろそろ切り上げる時間になってきた。

「ふう。もうこんな時間か」
「そうですね。今日はもう止めにしますか？」

「あ、うん。それでいいかな？」

　昨日の悲しそうな表情を思い出して、つい巫凪に確認を取ってしまう。でも、今日の巫凪は笑って、

「さっき中根さん言ってたじゃないですか。わざわざ自分に合わせる必要ないって。だから、私のことは気にしなくてもいいんですよ」

　そうだよな。確かに、俺が巫凪に合わせる必要はないんだろうけど……

　でも、あの悲しそうな顔されるのは絶対に嫌なんだよな。なんか俺がいじめてるみたいだし。

　まあ、当人が気にしなくていいって言ってるんだからいいんだろう。今日のところは帰らせてもらおう。

「それじゃあ、悪いけど今日はここまでにするよ」

「お疲れ様です」

　帰るためにかばんを持ち上げ、もう一度巫凪のほうを見る。
「それじゃあ、巫凪。またね」

「はい。また……」
　巫凪の声を背に、俺は帰路へとついた。

共通ルート２へ
巫凪ルート２（六月三十日）
「中根さん。こんにちは」

「おっす、巫凪」

　巫凪に挨拶をしながら、旧校舎のガラクタ教室に入る。

　先生に話して今日はリアカーを借りてきたから、一気に運べるはずだ。

「さ～て、はじめるか」

　適当にガラクタを持ち、外に置いてあるリアカーに乗せる。

　その往復作業の間、巫凪は俺の横を飛びながらくだらない話に花を咲かせていた。

「そういえばさ、こうやって幽霊と一緒に歩いてるところを見られたら結構大変だよな」

　ここは人気のない旧校舎。そのあたりの心配はほとんどないが、もしいたらオカルト研究会とかがすっ飛んできそうなネタである。

「大丈夫ですよ。私の姿は中根さん以外には見えないと思いますから」

「え、そうなの？」

「はい」

　俺が聞くと、巫凪はにっこりとうなずいた。

「じゃあ、なんで俺だけ見えるの？」

「力を使って、中根さんだけに私の姿を見せているんです」
「力って？」
「私は幽霊ですから、もともと霊感のある人じゃないと見えないわけです」

「うんうん。でも、俺って霊感ないよな。巫凪とこうやって話してるけど、今まで金縛りにもあったことないし」

「はい。中根さんには霊感はないと思いますよ」

「だよね。じゃあ、どうして？」

「中根さんが私を認識できるようになるという力を使っているんです」

「俺が巫凪を認識できるようになる力？」

「はい。中根さんと話している間は、私は中根さんに対して力を使いっぱなしです。もしこの力を止めれば、中根さんはすぐに私のことが見えなくなりますよ。なんなら試してみますか？」

「へぇ、面白そうだな。じゃあ、やってみてよ」
「はい、わかりました」

　そう巫凪が言った瞬間だった。

「――――え？」

　本当に巫凪が一瞬で消え去り、その場にいるのが俺だけになった。

「本当に見えないや。お～い、巫凪、もういいぞ」

「………………」

　俺が呼びかけても返ってくるのは静寂だけ。

「あれ……巫凪？」

　声をかけても巫凪は一向に現れる様子がない。

「おい、どうした。巫凪！」

「わっ！」

「―――――――！！！！」

　いきなり俺の胸から首を出した巫凪に心臓が跳ね上がる。
「くすくすくすっ。中根さん、びっくりしたでしょ」
「み、巫凪。お前、心臓に悪いぞ今の」

「ごめんなさい。つい、いたずらしたくなっちゃって」
「まったく、巫凪の仲間入りするかと思ったよ」
「あ、それいいですね」

「全然よくないって！」

「うふふ。冗談ですよ」

　こんな風に、巫凪との片付けの時間は過ぎていった。

共通ルート４へ
巫凪ルート３（七月一日）
「きゃあああああああああああああああああああ！！」

「うわっ！」

　片付けをしている途中、いきなり巫凪が悲鳴を上げるものだから驚いてしまった。

「ど、どうした、巫凪！」

「いいいいいいいいま、そこにあれが」

「あれ？あれって何？」

「だから、あれです！黒くて、かさかさやたら速く動いて、ときには飛んできたりするあの恐ろしい怪物です！」

　黒くて、かさかさ速く動いて、ときには飛んだりする……

「ああ、なんだゴキ―――」

「それ以上言わないでください！」
「そんなにダメか？ゴキ―――」

「キャーキャーキャー！」

　どうやら名前すらタブーらしい。

「でも、この薄暗い中よく見つけられるな。あんなもん」
「幽霊ですから、夜目は利くんです！それより、早くなんとかしてください！」

「なんとかって言われたって、俺には見えないしな」

「いや～！動いて、今その物影に」

「ここ？」

　巫凪に言われて、ガラクタ（確か水虫を治す装置）をどかしてみても特に動くものは見当たらない。

「いないみたいだけど」

「本当ですか？」

「うん。どうやら、見失ったんじゃない」

「ううっ、怖かったです」

「でも、一匹いるってことは、確か三十匹はいるって」

「やめてください！そんな知識聞きたくありません！」
「わかったわかった。今度ゴキ「キャー！」ホイホイでも持ってくるから」

　会話の途中でも、あれの名前を言わせないとする巫凪はある意味すごいと思う。
「今日は私、もう行きます。あんな怪物がいると思うと、安心してお話できません」

「そ、そう？」
　そこまで嫌か……

「それじゃあ、また今度です」
　巫凪は、そう青い顔で言い残して壁を通り抜けていってしまった。

「……俺も帰るか」

　今更一人で片づけを続けるのもなんなので、そういうことに決めた。

共通ルート５へ
巫凪ルート４（七月六日）
　試験が終わった後、俺は巫凪に会おうと旧校舎にやってきた。

「お～い、巫凪。いるか？」
　いつもの教室のドアを開けて、中に呼びかける。
「……中根さん」

　すると、暗闇の中からゆっくりと巫凪が出現した。

　その顔にいつもの笑顔はなく、逆にどこか落ち込んだ印象を受けてしまう。

「よっ」

「……あの、どうしていらっしゃったんですか？」

「どうしたって、その……さっきはごめん。俺も少し言いすぎたよ」

「え……？」
　俺が謝ると、巫凪はきょとんとした顔になって、
「どうして中根さんが謝っているんですか？さっきのは私の悪ふざけが過ぎたからです。自業自得なのに……」

「それはそうなんだけどさ。俺も、あんな突き放すような言い方じゃなくて、もっとましな言い方があったかなって」

「……中根さん」

「だから元気出せって。巫凪が笑ってないと、なんかこっちまで調子が狂っちまう」

「――――――」
　彼女はそこでびっくりしたような顔をした後、

「………はい」

　にっこりと微笑んだ。

「――――――」

　そんな巫凪に一瞬だけ見惚れてしまい、それに気づいてあわてて顔を逸らす。

　……何やってんだ、俺は。

　相手は幽霊、お化け、ゴースト、何でもいいけどとにかく生身とは違うのに……

　ああ、もう、やめやめ。深く考えないようにしとこ。

「あのさ、巫凪」
　そう思って、話題を変えるために話しかける。

「いきなりテスト中に話しかけてきたんだ。何か用とかあったのか？」
「あ、その、はい」

「何？」

「あの、頼みごとがあって」

「頼みごと？」
「はい。中根さん、最近来てくださらないから、こちらから会いに行こうと思って」
「……うっ」

　確かに、テスト勉強とかでここに片づけに来てなかったっけ。

　それはつまり、巫凪にも会ってなかったってことになって……

「ごめん」

「いえ、気にしないでください。テスト勉強は大変でしょうから仕方ありませんよ」

「それでもさ、巫凪の顔を見に来ることぐらいはできたはずだからさ」
「……ありがとう、中根さん」
「お礼を言われるようなことじゃないって」

　気恥ずかしくなって、頭をぽりぽりとかく。

「えっと、話を戻しますね。
　中根さんがこの学校の生徒だって知ってましたから、いろいろ教室を見て回って、それで中根さんを見つけたんです。でも、テスト中みたいでしたから、しばらく待っていたんですけど、暇つぶしに読んでいた試験問題が面白くて」
「それで、つい俺に話しかけてしまったと？」

「はい……すいません」

　じゃあ、巫凪が現れたのって、世界史のテストのせいかよ。

　面白い問題ってのも考え物だな。

「まあ、過ぎたことだしそれはいいとして。結局、そうまでして俺に頼みたかったことって？」

「はい。あの……明日ってお時間ありますか？」

「明日か……テスト終わった後は暇だけど」

「本当ですか？それなら、私のお願いを聞いてくれませんか？」
「……別にいいけど。お願いってなんなの？」

「短冊を書いてほしいんです」
「短冊？」

　俺が聞き返すと、巫凪はこくんとうなずいた。

「そりゃ、なんでまた……って、そうか。明日は七夕だっけ」
　そんな行事があったこと、とっくの昔に忘れていた。

「私、幽霊ですから、短冊を書くってことができないんです。それで、中根さんに代わりに書いてもらいたくて」
「そんなに叶えたい願いでもあるんだ？」
「はい。正確には、その叶えたい願いを知りたいんですけどね」

「？」

　巫凪の言っている意味がよくわからない。

「それじゃあ、また明日来てくれますか。時間は……そうですね。夕方からのほうがいいいでしょうか？」
「そうだな。それじゃあ、そのときに短冊持ってくるよ。笹は学校の裏に竹林があるからそこから適当に持ってくればいいし」

「はい」
　問題は明日晴れるかどうかか……って、それ以前には俺には化学のテストがあった！
　やべっ。思えば、俺には巫凪とあんまり話している余裕ってないじゃん。

「巫凪。明日のテスト勉強しなきゃならないし、そろそろ帰るよ」

「中根さん。明日は何の教科なんですか？」

「現代文と化学。俺って化学がすげぇ苦手でさ」
「あ、それなら私が教えてあげましょうか？今日迷惑かけたお詫びとして」
「……え？」

　巫凪からの予想外の提案に、思わず目を丸くする。

「巫凪って、化学得意なの？」
「私の友達が化学が好きで、それで私も……あれ？」

「マジで！？よっしゃ、すぐに勉強道具持って来るよ」

　意外なところで強力な助っ人が現れてくれた。

　やったぜ、巫凪！

「それじゃあ、巫凪。すぐ戻ってくるから、ここじゃ流石に勉強できないし、俺の教室で待っててよ」

「は、はい」

　巫女凪が返事したのを確かめて、旧校舎から飛び出した。

「……私、友達って……いったい……？」

　だから俺は、最後の巫凪の呟きを良く聞き取ることはできなかったのだった。
　そんなわけで急いで勉強道具を持って、再び学校に戻ってきた。

　早速、教室で巫凪に化学を教わっていく。

　巫凪は、予想以上に頭が良いみたいで、しかも教え方が非常に丁寧でうまい。

　まあ、時たま問題を間違えたりするのはご愛嬌だ。

　そんな風に、俺と巫凪の勉強会は夕方まで続いたのだった。
共通ルート８へ
巫凪ルート５（七月七日）
　っと、そうだった。今日は巫凪との約束があったんだっけ。

　夕方まで時間あるし、適当に時間潰してから行くか。

　そういうわけで、適当に飯食ってからゲーセンにやってきた俺は、早速ガンシューティングをプレイ。

　コンテニューなしで楽々とクリアすると、続いてレースゲームでコースレコードをたたき出してやった。

　次にやったのは格闘ゲーム。前にはまってたやつの続編が出ていたのでレッツプレイ。いろいろシステムが変わっていたので最初のほうは苦戦したが、次第に慣れてきた。そして、無謀にも俺に挑戦してきたやつがいたのでぼこぼこにしたり、ゲーセン仲間と合流して対戦したりした。
　そうこうしているうちに結構な時間が過ぎて―――

　って、もう五時か。早く巫凪んとこに行かなきゃ。

　一度家に帰って、短冊大に切った紙を持ち、学校裏の竹林で適当な笹をゲッツ。ターンはしないで、巫凪の待つ旧校舎へと向かう。

　がらがらっと教室のドアを開けて中に入ると、巫凪がゆっくりと姿を現した。
「おっす、巫凪」

「こんにちは、中根さん」

「注文の品、持って来たぜ」

「はい」

　短冊と笹を見せると、巫凪はうれしそうに微笑んだ。

「それじゃあ、早速書こうか？」

「……そうですね。それじゃあ、お願いします」

　短冊に願い事を書こうと筆記用具を取り出す。
「巫凪の願い事ってなんなの？」

「くすっ。なんだと思います？」

　俺が聞くと、問題にされてしまった。

「う～ん、巫凪の願い事か……」

　なんだろ。巫凪がやりたがってたこと……あ、そうだ！

「わかった！『人を怖がらせるようになりたい』だろ？」

　はじめて会ったときを思い出し、そう訊いてみる。
　しかし、巫凪は首を振って、

「残念。違いますよ」

「ちぇっ」

「確かにそれもあるんですけどね。でもそれが一番じゃないんです」

「じゃあ、他には……」

　う～ん、願い事ってどんなのがあるんだろ。

「おいしいケーキが食べたいとか？」

「食事って言う概念がありませんからね。今の私」

「金持ちになりたいとか？」

「お金持ってても意味ないんですけど」
「ダイエットしたいとか？」

「……私、太ってますか？」

「いや、全然太ってないです」

　頬を膨らませて怒る巫凪に、あわてて訂正する。

「それじゃあ、彼氏がほしいとか？」

「あっ、それもいいですね」

　適当に言ってても、どうやらかすりもしないらしい。
「あ～もう、降参。で、正解はなんなの？」
「正解はですね」
「うんうん」

「『私の記憶が戻りますように』でした」

「……え？」
　記憶が戻りますように？

　それって、へっ？

「なにそれ、もしかして冗談？」

「冗談なんかじゃないですよ」

「え。じゃあ、だって、それって……記憶喪失ってやつ……なの？」

「はい」

　俺の問いに、巫凪はためらうことなく頷いた。

「え、えっ？なんで記憶喪失なんかに？」
「う～ん……それがわからないから記憶喪失だと思うんですけど」

「そりゃそうだ」

　どうやら、巫凪が記憶喪失というのは本当らしい。

　でも、なんで幽霊が記憶喪失になんてなるのか？

「死ぬときに頭でもぶつけたんですかね。気づいたらこの姿で、名前以外何も覚えてなかったんです。そのせいで、私がこの世に残っている未練がわからなくて、結構長い間幽霊やっているんですよ」
「それは、なんというか……」

　本人にとってはつらいことのはずなのに、巫凪の表情にはそういった感情が一切見えない。

　なんか、俺のほうが困ってしまう。

「この学校に来るのも、なんだか心に引っかかるものを感じるからなんです。もしかしたら、私、この学校の生徒だったのかもしれませんね」
「そ、そう……」
　困ったな。なんて声をかければいいんだろう。

「中根さん。どうしたんですか、暗い顔して？」
「あ、いや―――」

「？」

「巫凪は記憶を取り戻したいんだね」

「はい」

「それじゃあ、そう短冊に書くよ」

「はい、お願いします」
　俺は話をそこで打ち切ろうと、短冊に意識を向けた。

　そして、『記憶が戻りますように』と書き、
「あ、巫凪。巫凪の名前って漢字はどう書くの？」

「ええと」

「ああ、なるほど」

　巫凪が空中に指で字を書くのを追って、漢字を理解する。

　それで、最後に短冊に巫凪と書いて完成だ。

「はい、これでいいかな。汚い字で悪いけど」

「そんなことないですよ。ありがとうございます」

　巫凪に短冊を見せ、それを笹に結びつける。

「それじゃあ、こんな感じで」

「はい。次は中根さんの番ですね」

「……はい？」

　俺の番って、なんの？
「くすくすくす。中根さんも短冊書いてくださいよ」

　俺はよっぽど間抜けな顔をしていたのだろう。巫凪は笑いながらそう言った。

「短冊ね……う～ん、俺はいいよ。これといって叶えたい願いも思い浮かばないし」

「そんなこと言わないで、なんでも良いですから書いてくださいよ」
「つってもな……」
　願い事、願い事……
　う～ん、億万長者になりたいとか？

　ダメだな。こんな願い事、今どき子どもでもしないし。
　うまいもんが食いたいとか？
　でも、うまいもんって具体的になんだろ？焼肉とかか？

　ここで焼肉が浮かんでくる時点で、俺ってばかなり庶民なんだろうな、うん。

　しみじみとそんなことを考えてしまった。
「中根さん。願い事は決まりましたか？」
「えっと……そうだな。これなんてどうだろ？」
　特に思い浮かばないのでこうなりゃやけだ。とんでもなく大きく出てやる。

　俺は巫凪に見えるように短冊にでかでかと書き始める。

「………うわぁ、『みんなが幸せになれますように』ですか」
「ああ。どうだ、巫凪？」
「すごいですね。自分のことだけでなく、みんなのことを考えるなんて」

　いや、別にそういう深い考えは無いんだけど……

　本気で感心しているらしい巫凪に、心の中で突っ込む。

「まあ、これでいいとして、後は名前書いてと……」
　下のほうの隅っこに、中根真哉と小さく書く。

　あまりにもでかでかと願い事の文字を書いたせいで、なんか俺の名前が潰されているみたいだ。

　みんなの幸せのために犠牲になる俺。かっこいいかもしれないけどそんなのやだな……
　そんなことを思いながらも、笹に俺の短冊もくくりつける。
「それで、この笹はどうしよっか？」

「この教室に置いていてもいいんじゃないですか？」

「ふむ。それもそうか。俺以外にはめったにここには来ないだろうし」

　というわけで、しばらくここの教室に置くことに決定。
　その後、巫凪に昨日勉強教えてくれてありがとうとか、クラスメイトの話などの世間話をして時間を過ごしていた。
「中根さん。外に出てみませんか？」

「外に？」

「はい」

　というわけで、誘われるままに外に出ると、すでに日は落ちて夜の闇に覆われていた。

　部活で残っていた人間も、もう帰ってしまったのだろう。校庭は完全な静寂に包まれていた。

　……ずいぶん長い間巫凪と話をしていたんだな。

　いつの間にか八時近くになってたなんて。

「中根さん。上見てくださいよ。上」

「上？」

　巫凪に言われるままに上を見上げる。

　さっきまで曇っていたと思ったのに、いつの間にか星空が広がっていた。
　夜空に輝く月に、満天の天の川。
「……すげぇ」

「晴れてよかったです。これで私たちの願い事も届きますよね。きっと……」
「そうだな」

　この星空を見ているとそんな気もしてくる。

　星空って、こんなにいいもんだったっけか？

『…………………』

　そのまま、二人でしばらく空を見上げていると、隣で巫凪が空中に浮かび上がった。
「巫凪？」
「少し、飛びたくなっちゃいました」

「そっか。んじゃ、思う存分飛んできなよ」

「はい」
　巫凪が空へと舞い上がり、上空をゆっくりと飛び始める。

　両手を広げて、くるくると回ったりする姿はまるでダンスを舞っているようだ。

　夜空に輝く月に、満天の天の川。
　そして、その下で踊る少女の幽霊。
「……きれいだな」

　そのあまりにも幻想的な光景に、思わずそんな呟きが漏れてしまった。
　巫凪のダンスが終わるまで、俺は飽きることなくその光景を見続けて、その日はそれで帰ったのだった。
共通ルート９へ
巫凪ルート６（七月八日）
「さぁて、今日から片付け再開と行きますか」
「がんばってくださいね」

　そう気合を入れて片付け開始。後ろでは、巫凪がにこにこしながら声援をくれている。

「いくぜぇ！」

　―――１時間経過―――

「あ～ぢ～い……」

　リアカーに入れてガラクタを運ぶという作業は、かなりの重労働だ。おまけにこの暑さ。梅雨もまだ明けないというのに七月になって、いよいよ暑くなってきた気がする。

「巫凪。ちょっと休憩するわ」

「はい。わかりました」

　巫凪にそう言ってから、地面に腰を下ろす。

「あちぃな……溶けるかも、俺」

「そんなに暑いんですか？」
「巫凪は暑くないの……って、ごめん」

　巫凪は幽霊だったんだ。暑さなんて感じるはずないのに。

「気にしなくてもいいですよ。

　でも、こういうときに生身の身体がほしいなって思いますけど」
「どうして？」

「そうすれば、中根さんと一緒に片づけを手伝ったり、冷たい飲み物を用意したりできるじゃないですか。今のままだと、応援しかできないですし」
「そんな。応援だけで十分だよ」

「でも」

「応援だけで十分なの。俺、巫凪の応援に結構助けられてるんだぜ」

「本当ですか？」

「ああ」

　この言葉にうそはない。こんなクソ暑い中での片付けなんて作業、一人でなんてやりたくない。巫凪がいてくれるから、俺は続けていられるんだ。

「良かった」

　そう。この笑顔に癒されるから、俺はやる気が出るんだ。

「さて、ひと休憩したところで、再開しますか」

「がんばってくださいね。私も気合を入れて応援しますから」

「ははは。まあ、ほどほどにね」

　なんか巫凪の目が燃えていた。もしかして変なスイッチ入っちゃったかな？

「フレーフレー、中根さん！がんばれがんばれ、中根さん！」
「わ～！？だから、ほどほどにって！」

　そんな風にして、この日の片付けは過ぎていったのだった。
共通ルート１０へ
巫凪ルート７（七月九日）
「巫凪、俺やったよ！」
　旧校舎のガラクタ部屋にそう言って勢いよく入る。

　――――が、

「あれ……巫凪、いないのか？」

　カーテンを閉め切った薄暗い教室の中に、幽霊少女が浮かび上がってくる様子はない。
「参ったな……ちゃんとお礼言いたかったのに」

　化学で６３点も取れたのは巫凪のおかげだ。

　巫凪が教えてくれた問題がちょうど出なきゃ、俺は夏休みの補習と言う事実に打ちひしがれていただろう。
「でも、いないんじゃ仕方ないか」
　せっかく来たんだし、片付けでも進めていくか。

　もしかしたら、そのうち巫凪も来るかもしれないし。

　そう思って始めようとしたときだった。
「中根。今日もやってくれるんだ。感心感心」

「沢野先生？」

　教室の入り口に立っていたのは、沢野先生だ。

　先生は教室の中を見回しながら入ってきて、

「だいぶ片付いたのね」

「そりゃあ、結構ここに通ってますからね」

「最近の中根は良い子ね。テストも良い点取っちゃうし」

「なはは……」

　なんか褒められるのって慣れてなくて照れちまうな。

「よしっ、ご褒美に先生がコーヒーをご馳走してあげる」

「え？」

「ひと段落したら、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ラボ),研究室)まで行きましょ。今日は私も手伝うわ」
「まじっすか！？」

　先生が手伝うだって！？

　明日は、吹雪か嵐か？それとも槍でも降ってくるのか！？
「何かな～、その意外そうな顔は？」

「いや、その、うれしいな～って。あ、あはは」

「まあ、いいけど。それじゃあ、始めましょ」

「は～い」

　そういうわけで、今日は先生と二人で片づけを行うことになった。

　それからしばらくして――

「はい、コーヒー」
「ど、どうも」

　俺はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ラボ),研究室)こと、化学準備室にて先生からコーヒーを受け取っていた。
　しかし、これ、飲んでいいものかどうか……
「どうしたの？砂糖とかミルク欲しいの？」

「いや、そうではなくてですね」

「ごめんね。私、ブラックで飲むタイプだから」

　そう言って、先生はビーカーに入っているコーヒーを飲む。

「そうじゃなくてですね、先生。なんでコーヒーがビーカーとか三角フラスコに入ってるんですか？」

　そう。俺が飲むのを渋っていたのは、別にブラックのコーヒーが嫌いだからではない。入れ物が三角フラスコだからなのだ。

「何細かいこと気にしてるのよ。ちゃんと洗ってあるから大丈夫」

「そういう問題じゃなくてですね。カップとかないんですか？」

「ないわね」

「マジですか？」

「マジよ」

「……そうですか」

　どうやら本当にないらしい。
　仕方ない。覚悟を決めてこれを飲むしかなさそうだ。

　この、前にどんな実験に使われたかもわからないフラスコに入ったコーヒーを……

　あ～、やめやめ。深く考えるからいけないんだ。ここは、無心で飲むしかない。
「………………」

　俺は、覚悟を決めてフラスコに入ったコーヒーを口につけた。

「どう、結構いけるでしょ？」

「そ、そうですね」

　正直、味なんてわかんなかった。

「そうそう中根」

「はい？」

「あんたカンニングした？」

「――――ぶはっ！！？」

　唐突にとんでもない疑いをかけてくる先生に、思わず吹き出した。

「な～に、その反応。やっぱりやったの？」

「やってませんよ！どうしてそうなるんですか！？」

「だって、いつも赤点の中根が、６３点なんて取っちゃうんだもの。疑いたくもなるわ」

「カンニングはやってません。今回は勉強したんです！」

「ええ～、うそ～」

　信用ないな、俺……

「中根一人でやったところで、あそこまで一気に点数が上がるとは思えないんだけどな」

「そりゃあ、教えてくれるやつがいましたから」
「ああ、轟？」
「いや、違いますよ――――って、あ」

　しまった、と思ったときにはもう遅い。
　俺の周りには、淳以外に俺に勉強を教えてくれるようなやつはいない。それなのに、その淳を否定しちまったら――
「ねえ、誰？誰が教えてくれたの？」
　案の定、先生が好奇心に目を輝かせて聞いてくる。

「いいじゃないですか、誰だって」

　まさか幽霊に教えてもらったと言うわけにもいかず、とりあえずしらばっくれる。

「気になるな～」
「気にしないでください」

「言いにくい相手ってことは……もしかして女の子？」

「――――ぶっ！？」

　本日二度目の吹き出し。先生はさっきからニヤニヤした顔でこっちの反応を楽しんでいる。

「へぇ～、中根にもとうとう春が来たんだ。どんな子？かわいいの？」
「知りません！俺もう帰りますから、それじゃあ！」

　これ以上ここにいたら、何を聞き出されるかわかったもんじゃない。

　俺は、脱兎のごとくその場から逃げ出したのだった。

共通ルート１１へ

巫凪ルート８（七月十一日）
「オーッス。巫凪、今日はいるか？」

「はい、いますよ」

　そう言いながら教室に入ると、巫凪が笑顔で迎えてくれた。
「よかった。今日はいた」

「？」

　俺がそう言うと、巫凪は首を少し傾げて、

「私に何か用事ですか？」

「ああ。前にさ、巫凪に化学の勉強教えてもらったろ」

「はい」

「そのおかげでさ、化学のテスト、なんと６３点も取れたんだぜ！」
「本当ですか！？」
「おうっ！」

「良かったですね。やったじゃないですか」

「巫凪が教えてくれたからだよ。ほんっとうにありがとうな」

「そんな……中根さんの実力ですよ」

「巫凪がいなきゃできなかったって」

「いえ、中根さんなら――」

「いや、巫女凪がいなきゃ――」

「いえいえ」

「いやいや」

　……いかん、なんか無限ループに突入してるっぽい。

「とにかく、俺が赤点取らなかったのは、巫凪のおかげなの！わかった！？」

「は、はい」

　俺がいきなり大声を出したもんだから、巫凪は目を丸くしてうなずいた。

　うむ、それでよろしい。

「そういうわけで、巫凪。お礼がしたいんだけど、何がいい？」

「お礼……ですか？」
「うん。俺にできることならなんでも言ってよ。あっ、でも、あんまりお金がかかるのはパスな」

「そんな気を使ってもらわなくても……」

「いいから！」

「……それじゃあ、つまらないことでもいいですか？」

　俺が強く言うと、ようやく観念してくれたらしい。

　まったく、巫凪は遠慮しすぎるきらいがあるよな。

「なんでもいいぞ」

「あの、それじゃあ、一緒にしてほしいことがあるんです」

「なになに？」

「学校じゃできないことなんです」

「学校じゃできないことね」
　なんだろ？
「それじゃあ、行きましょう」

「オッケー。ついていけばいいのね」

「はい」

　というわけで、今日は片付けをお休みにして、巫凪へお礼をすることになったのだった。

「着きました」

「着きましたって……ゲーセン？」

　そう。巫凪につれてこられた場所は行きつけのゲーセンだ。

「ここで何かしたいの？」

「はい。私、フォトクラって撮ってみたいんです」

「フォトクラね……でも、幽霊じゃ写らないんじゃないの？」

「大丈夫です。力を使いますから、なんとか写るはずです」

　自信満々でそう言う巫凪。ということは、本当に写るんだろう。

「一緒に写ってもらえないでしょうか？」

「……そうだな」

　しかし、巫凪と一緒に写るとはいえ、はたから見たら俺一人でフォトクラを撮っているように見えるわけだろ。それって、かなり悲しい光景なんじゃ――

「あの、ご迷惑ですか？」

「ああ、いや。このぐらいお安い御用だって」
　ええい、迷うな！

　今日は、巫凪にお礼をするんだ。だから、それぐらいを恥と思ったら負けだ！

　何に負けるかは置いておいて、それでも周りに人気がなくなるのを見計らってダッシュでフォトクラに入り込む。

　コインを入れて、画面の指示に従って動かしていく。

「……巫凪。フレームってどれが良いんだ？」

「ええと、じゃあ、それでお願いします」

「おっし、それじゃあ、準備は良いか」

「はい！」
　ぱしゃっ
　俺が作り笑いを浮かべたところで、ちょうど撮影したらしい。

「楽しみです。いったいどんな風に写ってるんでしょうね」

「そうだな」

　しばらくすると、どうやら写真が出てきたらしい。

　俺はそれを手に取って一目見、言葉を失った。

「…………………」

　これはなんと表現したら良いのか？

　いや、表現方法は簡単だ。しかし、なぜここに怨霊が写っているのか？

　ぎこちなく笑う俺の後ろ、巫凪が浮いている位置にムンクの叫びも真っ青の怨霊が写っているのだ。
「み、巫凪、これって……？」

「あうぅ……失敗しちゃいました」

「失敗って？」

「私の力が弱くて、写真にはっきり写るほどにはならなかったんです」

「……それで、こんな姿に」

　なんて言うか、実物の巫凪なんか目じゃないくらいに怖いな。
「うう、もっと私に精神力があれば……」
「気、落とすなって。その、これはこれで味があっていいんじゃないか？」

「無理しなくていいですよ」
「いや、一応持って帰るよ。これもいい思い出ってことで、なっ」
「……はい。

　今日は、お付き合いいただいてありがとうございました」

　そう言って、巫凪はしょんぼりしたまま消えてしまった。

「……参ったな」

　お礼するつもりが、落ち込ませちゃったかな？

共通ルート１３へ

巫凪ルート９（七月十三日）
「なあ、巫凪」
「はい、なんでしょう？」

　俺は、隣で片付けの応援をしてくれている巫凪に話しかけた。

「ふと思ったんだけどさ、巫凪って普段何やってるんだ？」

「普段……ですか？」

「そう、普段」
「そうですね……」

　俺の言葉に、小首を傾げて少し考えるて、

「お昼寝ですかね、やっぱり」

「それ以外は？ほら、例えば……」

　例えばって、巫凪くらいの女の子が普段することってなんだ？
　クラスの女子が普段話していることってどんなことがあったか……あ、そうだ。

「巫凪はドラマとかは見たりするのか？」
「ドラマですか。う～ん、あんまり見ないですね。というか、テレビを見るとなると、人の家に勝手に入らなきゃいけないじゃないですか。
　それって、なんかプライベートを勝手に覗いているような気がして、気が引けるんですよ」
「そっか……それじゃあ、漫画とかは？」
「あっ、漫画は読みますよ」
「へぇ、どうやって？」

「立ち読みをしている人を見つけて一緒に読むんです。私なら、通り抜けでその人と同じ目線で読めますから読みやすいですし」

「でも、それだと自分のペースで読めないんじゃない？」

「そうなんですよね。この前も、ものすごく早く読む人がいて、私がまだ途中なのにどんどんページめくっちゃって……もともと私が勝手に横から見ているものですから、待ってって声かけるわけにもいきませんし」

「そりゃあそうだろうね」
　だいたい、いきなり巫凪が声をかけたらびびるって。姿見えないんだし。

「……あの、中根さん」
「どうした、改まって？」

「あのですね。中根さんって、漫画っていっぱい持っているんですか？」

「俺？まあ、それなりだと思うよ」
　ものすごく持っているというわけではないが、人並みには持っていると思う。

「でしたら、私が読みたい漫画があったら、読ませていただけませんか？」

「えっ、別にいいけど……」
　でも、巫凪が読みたい漫画ってなんだろ？
　少女コミックとかだったら、俺持ってないぞ。姉さんは持ってたっけ？

「本当ですか！それじゃあ、ドドの奇妙な冒険って持ってます？」
「――――濃ッ！！？」

「こ？」

「ああ、いや、なんでもない」
　あまりにも巫凪からイメージがかけ離れていたので、思わず突っ込んでしまった。

　ドドの奇妙の冒険って、普通女が読むもんなのか？

　少年誌を読む女はいっぱいいるだろうけど、あれを指定してくるって、巫凪っていったい……

「それで、持っていますか？」
「いや、ごめん。俺は持ってないや」

「そうですか……」

「なんなら、持ってるやつに借りてこようか？」

「あっ、そこまでしてもらうのは悪いですよ」

「そう？」

「はい」

　巫凪がそう言うので、この話はここまでになった。

　そして、その後は夕方まで片づけを続け、俺は巫凪に別れを告げて帰ったのだった。

共通ルート１５へ
巫凪ルート１０（七月十四日）
「うっわ～、すげぇ雨。やっぱ、今日は片付け休もう」
　一瞬旧校舎に向かうかどうか悩んだが、あまりに窓を叩く雨の音が強いので、そう結論付けて昇降口に向かう。
　ホームルームが終了したのと同時に降り出したこの雨は、一気に大雨へと変化したのだ。

　なにもこんな時間に降らなくてもいいのにと、これから帰る人間の多くは思っているだろう。

「おい、中根」

「ぐえっ！？」

　そんな中、いきなり後ろから襟首を掴まれた。
「な、なにするんですかいきなり！」

「ごめんごめん。ちょっと強すぎたかも」

　言葉とは裏腹に、沢野先生の口調に悪びれた様子はない。本当に悪いと思っているのだろうか？

「それで、なんの用ですか？」
「旧校舎のことなんだけど」

「……今日は勘弁してくださいよ。これ以上雨が強くなる前に帰りたいです」

「ダ・メ・よ！あそこの校舎、古いから雨漏りするのよね。このままだと私の大切な子どもたちがびしょびしょになってしまうわ」

「先生……いつから子持ちになったんです？」

「私が作ったものは子どもも同然なのよ！」

「はぁ、そうすか。大変っすね。それじゃ」

　俺はさっさと帰ろうときびすを返すも、がっしりと肩を掴まれる。

「なぁに、中根ってそんな薄情なやつだったの？先生がこんなに頼んでいるのに、それを無視して帰るなんて。そんなことされたら、先生、思わずあの写真を焼き増しして屋上からばら撒きたくなっちゃうわよ」

「またそのネタで脅しますか！」

「使えるネタは引っ張るに決まってるでしょ！」

「だいたいなんで今日だけ。前の雨の日とかは大丈夫だったんでしょ？」

「前のときは、雨が降りそうだったから授業を自習にして事前にシートかけておけたのよ。でも、今日は雨が降る雰囲気なんて全然なかったじゃない」

　雨の日に自習が多いのはそういう理由だったんすか。

「いいから、拒否権はないのよ。ついてきなさい！」

「ぎゃああああああああああああああああああ！」

　こんな細腕のどこにそんな力があるのか。
　俺はなすすべもなく旧校舎のほうへと引きずられていくしかなかったのだった。

　そして、結局ビニールシート片手にこの場所に連れてこられた俺。
「今日は先生もやるから、張り切っていくわよ」

　……先生、授業のときより気合入ってるよ。

「よ～し、突撃～」

　のりのりで教室のドアに手をかける先生。

　―――って、そういえば、巫凪！

「先生、待っ―――！」
　がらがらっ

「……あれ？」

　先生がドアを開けても、そこにはあの幽霊娘は漂っていなかった。

　念のために天井を見上げても、巫凪が見下ろしているわけではない。
　というか、いつも見えるから気にしてなかったけど、普通の人には見えないんだっけ。だったら俺、心配することないじゃん。
「どうした、中根？」

「あ、いや、なんでもないです」

「そう？なら早速はじめよう。ビニールシートで私のかわいい子どもたちを守って頂戴」

「はいはい」
　とりあえず、巫凪のことは頭から追い出して作業に取り掛かりはじめた。

　結局、その作業は学校の下校時刻まで続いて、ようやく終わりを告げたのだった。
「おしっ、中根。今日はもう帰っていいよ。中根のおかげで大切な子どもたちも無事だった、ありがとう」

「はあ」

「下手に濡れると、漏電して爆発する恐れもあったからね。いや～、助かったよ」

「はあ！！？」

　相変わらず、この人の発明品は危険がいっぱいらしい。

　今更、もう慣れたけど……
「……それじゃあ、もう帰りますね」

「ああ、気をつけて帰りなさい」
「はい。さようなら」

　先生に別れの挨拶をして、外に出る。

　外に出ると、雨はだいぶ勢いが弱まっていた。
　今のうちにさっさと帰ったほうがよさそうだ。

　折りたたみ傘をかばんから取り出して歩き出す。

　姉さん、ありがとう。姉さんに言われなきゃ、傘忘れてたよ。

「あ、中根さん」

「ん？」

　その声とともに俺の目の前に降り立ったのは巫凪だった。

　雨だというのに傘も差さないで……って、幽霊なら濡れないか。

「今日も片付けをなさってたんですね」

「まあね。今日は片付けって言うより、雨漏り対策だったけど……
　そういえば、今日は、巫凪は何してたの？あそこには来なかったけど」

「ごめんなさい。私も行けばよかったですね」

「ああ、いや、謝る必要はないって。巫凪には巫凪のやりたいことがあったんだろ。それならそっちを優先してくれてかまわないよ。それに、今日は先生も一緒にやってたから、巫凪に来られたらそれこそややこしいことになりそうだったし」

　もし先生に巫凪が見えちゃったら、幽霊について研究し始めるかもしれない。それで変な実験とか始めて、とばっちり食らうのだけは勘弁だからな。
「それで、今日は巫凪は何してたの？」

「私は映画を見に行ってたんです」

「映画？」

「はい。つい先ほどまで」

「そっか。幽霊だから、ただで見れるもんな。しかも並ばなくてよさそうだし」
「はい。幽霊も結構楽しいですよ。中根さんもなってみればわかりますって」

「ははは。それは遠慮しとくよ」

　本気か冗談かわからない巫凪の言葉に、乾いた笑いで否定しておく。

「それで、どんな映画を見たの？」

「今日見たのは、アニメでしたね」
「アニメ？」

「はい」

「へぇ、どんなやつ？」

「確か『愛と友情の本マグロ』という題名だったと思いましたけど」

「………………」

　なんだその突っ込みどころが満載の題名は。

　ある意味ちょっと見てみたいぞ。

「本マグロのお母さんが一本釣りされてしまって、主人公の本マグロがそれを捜して泳ぎ回るんですけど、最後には人間にお刺身にされてしまって天国でお母さんと再会するという悲しいお話でした」
　それは悲劇ではなく喜劇では？

　そう思うのは俺だけなのか？

「ちなみに、お母さんのほうはお寿司にされてました」

「そ、そう」

「それにＣＧっていうんですか。すごいですよね、あの技術」
「ＣＧまで使ってるの、それ！？」
　なんなんだその映画は……なんかもう、わけわからんぞ。

「中根さんも今度ご覧になったらどうですか？」

「……機会があったらね」

　とりあえず生返事で返しておく。

　するとそこで、突然雨脚が強くなってきた。

「やばっ。巫凪、悪いけど俺は帰るわ」

「あ、はい。風邪を引かないようにしてくださいね」

「ありがと。それじゃ」

　俺は、巫凪に見送られながら家へ向かって走り出したのだった。

共通ルート１６へ
巫女凪ルート１１（七月十五日）

　いつものように旧校舎で片づけをしながら巫凪との会話を楽しんでいた。

「それにしても、今日は驚きましたよ。私のことが見える人がいるなんて」

「ああ、さくらか。確かにあれには俺にも驚いたな」

　まさかさくらに巫凪を見る力があるなんてな。

　霊感じゃないって言ってたけど、じゃあ、なんなんだ？

　まあ、そこら辺はどうでもいいか。

「さくらさんって、すごいきれいな人ですね。憧れちゃいます」

「あはは、見た目はね」

　問題はあの暴力をただのスキンシップと勘違いしている性格だ。

　あれさえなければ、それなりにもてるんだろうけど……

「中根さんとはずいぶん仲が良いたみたいですね」

「そうか？あいつは、たいていのやつにはあんな調子みたいだぞ」

　誰にでも公平に接すると言うより、無遠慮って言ったほうがいいような接し方だが。
「でも、ああいう風に気さくに話しかけられるっていいですよね」

「巫凪が丁寧すぎるだけだよ。俺に対してだって、ずっと丁寧口調だし」

「すいません。なんかこのしゃべり方、生前からずっとみたいなんで、変えようと思っても変えられないんですよ」

「まあ、無理なら変えなくてもいいよ？そのほうが巫凪って感じがするし。それに、いきなり巫凪がスラング話し出したらやだしね」

「もうっ、いくらなんでもそんなことにはなりませんよ」
「ははは、そうだね。

　……ってやべっ、もうこんな時間か」

　腕時計を見ると、すでに五時過ぎ。とは言っても、太陽はまだずっと高い位置にあるが。

「今日は何か予定があるんですか？」

「姉さんが今日は大学で遅くてさ。夕飯、俺が用意しないといけないんだ」
「そうなんですか。それなら、もうそろそろ帰って準備したほうがいいでしょうね」

「悪いね」

「いえ。では、また今度」

「ああ。またな」

　というわけで、片づけを中断し、俺はお惣菜を買いに商店街へと走ったのだった。

　なぜなら、

「タイムサービスに遅れるぅ！！」

　結構ケチな俺であった。

共通ルート１７へ

巫凪ルート１２（七月十六日）

　本当に風強いよな、今日。

　何気なく帰りのホームルーム時に外を眺めて、そんなことを考えていた。

　校庭の木々は激しく揺れ、流れる雲は速過ぎる。

　今日、自転車で来るというなかなかチャレンジャーなことをしたやつの愛車は、駐輪場で風になぎ倒されていた。
　片付け忘れていたのか、いろいろなボールも転がっていく。野球の硬球にテニスボール、サッカーボールにボーリングの球などエトセトラエトセトラ。

　うわ～、新聞紙とかダンボール、看板まで宙を舞ってるし。

　果てはマントで空を飛ぶ赤い帽子をかぶったおっさん……って、ええっ！？

　自分で見たものが信じられなくて、もう一度注意深く外を見回す。しかし、その姿を確認することはできなかった。

　ははは、気のせい……だよな。

　まあ、とにかくだ。こんなに風強いんじゃ、旧校舎とかぶっ壊れるんじゃないか？
　あんだけぼろいんだし、台風の直撃で全壊したりして。まあ、業者に壊すのを頼む手間が省けてそれもいいかもしれないけど。

「中根」

　そうすれば、もう片づけからも開放されるしな。
「中根！」

　あ～楽かも。マジでぶっ壊れないか―――

「中根えええええええええええええええええええええええええ！」

「――――！！！？」

　どんがらがっしゃん
　いきなりのことに、椅子から転げ落ちる。きーんという耳鳴りがすることから、いきなり耳元で誰かに怒鳴られたらしい。

　なんだなんだと思って、起き上がると沢野先生がこっちを見下ろして何か言っていた。

「なか……う……づけ……の？」

「なんですか？耳鳴りがすごくて、よく聞こえませんよ」

　まだ何か言い続ける先生を手で制し、耳の機能が復活のを待つ。

「………………」

「どう、中根。聞こえる？」

「ああ、はい。大丈夫です」

「まったく、手間がかかるわね」

「元はと言えば、先生がいきなり怒鳴るからいけないんじゃないですか」

「中根が呼んでるのに答えないのがいけないんでしょ」

「呼んでましたか？」

「呼んだわよ」

「………………」

　ってことは、俺が悪いのか？

　教室を見回すと、どうやらとっくにホームルームは終わっていたらしく、いつの間にか残っている人間は俺と先生のみだった。
「それで、用件はなんでしょう？」
「はぁ、まあいいわ。中根、旧校舎の片付けはおわったの？」

「終わってませんよ」

「じゃあ、今日で終わらせてね」
「はい……って、ええっ！！？」

「なに驚いてるの？」

「だって、そんないきなり！？」

「明日の台風が来てからじゃ遅いの。あっ、大貫のことなら心配しないで。今日は私があんたを借りることは言ってあるから」

「ええ～」
「駄々こねないの。それじゃあ、行くわよ」
「なっ、ちょっ！？」
　沢野先生が、俺の手を掴んだかと思うと右手首を極めつつあっさり固定。そしてそのままずるずると引っ張っていく。
「さ～て、きりきり歩きなさい」

「やっぱり俺に拒否権はないのかああああああああああああああああ！！！！」

　すさまじい風の音と、俺の悲鳴が悲しい二重奏を奏でたのだった。
「それじゃあ、終わったら帰っていいからね」
　そう言われて、旧校舎の例の教室に放り込まれた俺。

「先生は手伝ってくれないんですか？」

「悪いけど、今日は職員会議なのよ、じゃ、頑張ってね～」

　と、あっさり俺一人が旧校舎に取り残されてしまった。

　風の音のおかげで、建物までもが揺れているとすら錯覚しそうだ。いや、もしかしたら本当に揺れているのかもしれないが……
　どちらにしろ、こんなところに長居は無用だ。
　さっさと終わらせて、帰らないと生き埋めになりかねない。

「さ～てと、さっさと終わらせないと……」
　幸いなことに、連日通っていたおかげでもう数回化学準備室と行き来するだけで片付けは終わりそうだ。
「中根さん。今日もお片付けですか？」
「あっ、巫凪」

　そこへ巫凪が姿を現した。

「いやさ、先生に無理矢理つれて来られちゃって。台風来る前に片付けとけって」

「台風が来たら、ここ壊れちゃいそうですからね」

「そうなんだよ。ここぼろいから」

「でも、あともう少しじゃないですか」

「まあ、それが唯一の救いかな」

「頑張ってくださいね。私は応援していますから」

「うっし」

　巫凪の応援も加わったことだし、さっさと片付けちゃいますか。

　・

　・

　・

「終わったああああああああああああああああああああああ！！」
　ガラクタ全てが運ばれた旧校舎の教室に、俺の叫び声がこだました。
　教室の中に何にもないとよく響く気がするなぁ。
「長かった。ここまでくるのが本当に長かった」

　恥ずかしい写真で脅されて、暑い中こんな面倒な手伝いやらされて……
　それが今日、やっと終わるんだ！

　俺は今日、解放される。自由に羽ばたくんだ、イエーイ！

「おめでとうございます、中根さん」

「サンキュー、巫凪。ここまで付き合ってくれてさ」
「そんな、お礼なんて言わないでください。私が好きでやっていたことですし」

「それでもさ。巫凪がいてくれなきゃ、俺こんなに早く片付けを終わらせられなかったと思う。本当にありがとな」
「……お役に立てて、よかったです」

　あはは。巫凪のやつ、照れてやんの。
「それにしても、今日でこことはお別れか。あ～、すっきりした」

「お別れ……そうですね」

「ん、どうした、巫凪？」

「あ、いえ、なんでもないです。その……」

「ん？」

　なぜか巫凪の顔が寂しそうに見える。なんでだ？

「巫凪？」

「はい……」

「本当にどうしたんだ、お前」

「なんでもないですから」

「なんでもなくない顔で言われても、説得力ないぞ。何かあるなら、相談に乗るから。話してみ」
「……ここの片付けが終わったら、もう中根さんがここに来る理由ってありませんよね」

「ん、ああ。そうだな」

「ですから、私と中根さんのつながりはもう……」

「……は？」

　俺と巫凪のつながりがなくなる？んなもん、どうしてだ？

　巫凪の顔を見ると、マジで言ってるみたいだし……

「中根さん。短い間でしたけど、とても楽しかったです」

「あのさ、巫凪」

「はい？」

「お前、なんか勘違いしてるだろ」

「え？」

「なんで俺とお前がお別れしなくちゃなんないんだよ。巫凪は俺の教室知ってるんだし、暇なときは遊びに来ればいいじゃないか」

「いいんですか？遊びに行っても」

「当たり前だろ。俺たち、友達なんだから。だいたい、今までだってときどき話しかけてきたじゃないか。今更、何を遠慮してるんだよ」

「あはは。それもそうですよね。なんか、中根さんに会える機会が減ったと思ったら寂しくて……」

「大げさなやつだな。巫凪は」
　そんな巫凪に、思わず苦笑してしまう。
　巫凪はどこか遠慮し過ぎなきらいがある。友達に話しかけるのに、遠慮もくそもないだろうに……なんかもうちょっと親しくしてほしいんだけど……あ、そうだ！

「なあ、巫凪」

「なんですか、中根さん？」

「その『中根さん』って呼び方、なんとかならないか？」
「……え？」

　俺がそう言うと、巫凪は目をぱちくりさせる。どうやら意味がわかってないらしい。

「だからさ、俺は巫凪のこと呼び捨てなのに、巫凪は俺のことそう呼ぶだろ。それって友達なのに対等じゃないじゃないか」

「じゃあ、なんて呼べば……」

「呼び捨てでいいよ。中根って」

「呼び捨て……ですか？わかりました」
　巫凪は、そこで深呼吸して、気合を入れると、

「な、ななななか……」
「………………」

「な、なか、なか、中根……さん」

「さんつけちゃダメだって」

「ううっ、無理ですよぉ～」

　涙目で訴えてくる巫凪に、思わず深い溜息を漏らしてしまう。
　どうやら、本当にダメらしい。
「う～ん、それじゃあ、さんづけでもいいから名前で呼んでくれよ」

「お名前でですか？」
「あ、俺の下の名前覚えてない？真哉っていうんだけど」

「覚えてますよ。えと、その……真哉さん」

「うん」

　巫凪はちょっと照れてるみたいだけど、このほうが他人行儀みたいじゃなくてずっといい。俺自身、名字で呼ばれることより名前で呼ばれることのほうが慣れてるしね。

「それじゃあ、今度からはそれでよろしく、巫凪」

「はい……真哉さん」

　そんな風にお互いの名前を呼びながら笑い合う。なんか、ちょっとくすぐったいような感じがした。
「それじゃあ、今度真哉さんとお会いするのは月曜日ですね」
「そうだな……って、月曜、祝日だぞ」

「七月十八日ですよ。なんかの祝日でしたっけ？」

「海の日」

「……海の日って、そんな祝日ありましたっけ？」

「うん。巫凪の生きてたころってなかったのか？

　……って、いや、悪い」

　巫凪が記憶喪失だってこと忘れてた。そんなの覚えているはずないじゃないか。

「気にしないでください。それじゃあ、今度は火曜日ですね」

「ん、ああ」

　なんか、巫凪の浮かべる笑顔が寂しそうに見えるのは気のせいだろうか。

　二日間、俺は巫凪と会えない……か。

「なあ、巫凪」

「はい？」

「なんなら、家来るか？」

　その言葉は自然に出てきた。

「え？」

「俺の家。暇なら来るかって聞いたんだ」

　言葉の意味がわからないのか、固まっている巫凪に俺はそう言い直した。

「え、あ、その、いいんですか？」

「ああ。今日、今すぐってわけにはいかないけどさ。巫凪が暇なときに」
　俺の部屋、掃除しないといけないしな。里美が来るなら汚いままでもいいんだけど。

「どうする？」

「行きます！行かせてください！」

「ははは。それじゃあ、今度……そうだな。明日は台風らしいから、台風が過ぎる明後日にでも」

「はい」

「それじゃあ、待ち合わせはここでいっか。明後日の昼過ぎにまたこの旧校舎で。それでいい？」

「はい」

　というわけで、明後日に俺は巫凪に我が家を案内することになった。

　なぜ巫凪に俺の家を教える気になったのか。自分でも良くわからないけど、うれしそうな巫凪を見ていたら、どうでも良くなってきた。

「それじゃあ、今日は帰るよ。また、明後日」
「はい。楽しみにしていますね」

「ははは。またな、巫凪」

「はい」

　俺は巫凪に手を振って別れた。

　明後日か……気合入れて掃除しておかないと。

共通ルート１７へ

巫凪ルート１３（七月十八日）
　あっ、そういえば、今日は巫凪を家に誘うんだった。
　昼過ぎに、旧校舎のあの教室で待ち合わせしたんだっけ。
　今行けば、時間的にもちょうどいいだろ。
　俺は手短に身支度を整えると、家に鍵をかけて歩き出した。

　本日は晴天。

　夏の日差しを強く、今日も暑くなりそうだ。

「おっす、巫凪いるか？」
　俺が旧校舎の教室に入るなりそう聞くと、巫凪がゆっくりと姿を現した。
「こんにちは、真哉さん」

「ああ。約束通り、来たよ」

「はい。ありがとうございます」

「それじゃあ、早速行く？何もないところだけど」

「お願いします」
「う、うん……」

　参ったな。巫凪のやつ、相当期待しているみたいだ。

　一応掃除はしておいたから汚いってことはないと思うけど……

　まあ、気にしてても仕方ないか。

「それじゃあ、行こうか」

「はい」

　俺たちは旧校舎を出て俺の自宅へと歩き出した。
　と、いうわけで我が家に到着だ。

「ここが真哉さんのお家ですか」

「普通だろ」

「そんなことないです。素敵なお家じゃないですか」

「お世辞はいいって。とりあえず、入ろうか」

「はい。わかりました」

　玄関の鍵を開けて、巫凪を招き入れる。
「今、姉さん出かけているみたいだから、遠慮なくどうぞ」

　さすがに姉さんがいる前で巫凪とは話せない。はたから見たら、完全な独り言だもんな。

　姉さんに変な誤解されかねない。

「お邪魔します」

「それじゃあ、巫凪。俺の部屋へ」

「はい」

　階段を上り、俺の部屋の手前まで来て、少しだけ待っているように巫凪に言うと、俺だけ部屋に入る。

　よし、ちゃんと片付けてあるよな。

　変な本とかビデオとか、そこらに転がってないよな。

　ぱぱっと最終確認をして、安全であることを確信。

　これなら、巫凪を入れても大丈夫だろ。

「巫凪。入っていいよ」

「おじゃましま～す」

　そう言って、巫凪が扉をすり抜けて入ってきた。
「わぁ。ここが真哉さんの部屋ですか」

　そして、俺の部屋を見た巫凪の第一声がこれである。
　いったい俺の部屋のどこに歓声を上げるものがあるのか、まったくわからないのだが……

「まあ、ちょっとばっかし散らかっているかもしれないけど、好きにくつろいでよ」

　俺がそう言いながらベッドに腰掛けると、巫凪は俺の前をふわふわと浮いて満面の笑顔を浮かべている。

　……まいったな。誘ったはいいけど、どういうおもてなしをすればいいんだ？
　幽霊の巫凪と一緒に楽しめるものってなんかあるっけ？
　う～ん……
「あの、真哉さん」

「ん、なに？」

「おしゃべりしましょう。いつもみたいに」
「え、あ、うん」

　いつもみたいに……か。
　巫凪がそれが良いって言うなら、それでいいか。

「わかった。それじゃあ、何の話をしようか？」

「真哉さんのお話、聞きたいです」

「俺の？」

「はい。真哉さんが、今までどんな風に過ごしていたかを聞きたいんです」

「俺の今まで？そんなの聞いても、面白くないと思うけど」
「そんなことないです。聞かせてください」

「う～ん、人に聞かせるような立派な人生送ってないんだけどな。まあ、巫凪が聞きたいって言うならいいか」
　俺は、思いつくまま適当に過去の思い出話をし始めた。

　こんなことを話すことには慣れていないので、要領がえなかったりたどたどしかったりしたけれど、巫凪は終始笑顔で聞いてくれている。

「んでさ、迫り来る里美をマタドールのようにかわしてそのときはうまく逃げれたんだけど――」

「……真哉さん。毎日が楽しそうですね」

「―――え？」

　唐突に、巫凪がそう言ってきた。

「楽しいか……う～ん、楽しいっていうより、疲れるって感じかな。退屈ではないけど」

「羨ましいです」

「そうかな？疲れるだけだと思うけど」

「いいえ。それでもやっぱり羨ましいですよ。
　たくさんの人に囲まれて、たくさんの思い出を共有できる。それって、すごく素敵なことじゃないですか」

「………………」
　そっか。巫凪には、誰かとの思い出なんて残ってないんだ。

　それに、これから先も、多くの人と思い出を共有することなんてできない。

　そんな巫凪から見れば、俺みたいな人生でも羨ましく感じるのか……

「ごめんなさい。話の腰を折っちゃって。どうぞ続けて―――」

「巫凪」

「はい？」

「俺が思い出させてやる」

「……え？」

　言った自分が一番驚いた。

　俺、何言ってんだ？

　巫凪の方も、俺の言葉の意味を理解できていないようで固まっている。

「あの、今なんて？」

「だから、俺が巫凪の記憶を思い出させてやるって言ったの」

　思い出のない巫凪が、かわいそうと思ったのかもしれない。

　まあ、理由なんてどうでもいい。一度言った以上、もう勢いで言い切るしかない。

　男に二言はないのだ。
「……真哉さん。気持ちは嬉しいんですけど、方法とかどうするんですか？」
「そんなのあとから考えればいいの。とにかく、俺は巫凪の記憶を元に戻す。

　それまでは、俺が巫凪と思い出を共有してやる。それにほら、さくらだっていい。あいつには巫凪のこと見えるんだから、大丈夫だろ。

　たくさんの人間には程遠いけど、二人でもいないよりはましだろ？」

「いいんですか？私は幽霊で――」

「そんなことはどうでもいいんだって。俺と巫凪は友達で、友達と思い出を作るのは当然のことだろ。幽霊とか、そんなことを気にする必要はないの」

「真哉さん……ありがとうございます！」

　巫凪は、本当に嬉しそうに頭を下げた。
　巫凪のこの顔が見れたんだ。絶対に記憶を取り戻してやらなきゃ割に合わない。

「問題は記憶喪失を治すにはどうしたらいいかだよな」

　漫画とかだと、頭をぶん殴ったりすればショックで戻るとかよくあるけど、へたすれば今以上に記憶を失くすだろうしな。

　そもそも、巫凪は幽霊なんだからショックを与えることなんてできないか。

「う～ん、巫凪。巫凪の記憶の手がかりみたいなものないの？」
「手がかりですか？」

「うん」

　俺がそう聞くと、巫凪は首を傾げて少し考えて。

「あっ、こんなものがあります」

　巫凪は、いきなり着ている服のボタンをはずし出した。

「―――！！？？」

　なななななななななななんだこの展開は！？

　い、いかんぞ巫凪！そういうことはお互いの気持ちを確かめ合ってだな…

　そうは言っても、ボタンをはずしたことであらわになる巫凪の胸元に目線がいってしまうのは男としてしょうがないというかなんというか。

　ブ、ブラが見えそうで見えない。背伸びすれば見えるか？

　いや、いきなり背伸びなんてしたら、巫凪に怪しまれるし。

　こういうときだけ頭の回転が速くなる俺。巫凪は、そんな俺をよそに胸元に手を突っ込むと何かを取り出した。
「これです」
　巫凪はそれをこっちに差し出してきた。

　なんだ、巫凪がボタンをはずしたのは、これを見せるためか。な～んだ。

　い、いや、変なことを期待していたわけではないぞ。

「って、誰に言い訳してるんだ、俺は？」

「どうしました、真哉さん？」

「あ、いや、こっちの話」
「？」

　頭を振って煩悩を追い出すと、巫凪が手に持っているそれを見る。

「これは、ロケット？」

「はい」

　巫凪の中にあるのは、簡素な作りのロケットだ。
　俺の手は、それを受け取ろうとしてすり抜ける。
　って、そうだった。俺が触れるわけないじゃん。

「これに写真が入っているんです」

「じゃあ、早速見せてくれよ」

「いいですけど、あまり手がかりにはならないかもしれませんよ」

「なんで？」

「それは……って、見ればわかりますね」

　そう言って巫凪が開いたロケットの中身を見て、巫凪の言葉通りだということを理解した。

　そこに写っているのは三人の人間？ということしか、写真からは見て取れないのだ。

　真ん中に生前の巫凪が写っているが、それ以外の部分がものすごくぼやけてしまっていて、はっきりとは見て取れない。

　風景はおろか、巫凪の左右にいる人が男か女かすら判断できない。
　これでは手がかりにはならないだろう。
「う～ん、なんでこんなにぼやけてるの？」

「私の持ち物は、私のイメージを基にしていますから。私が写真のことをはっきり覚えていないから、写真に写っているものもぼやけてしまうんです」

「ってことは、巫凪の記憶が戻らないと、この写真はぼやけたままってこと？」

「はい」

　巫凪の記憶を戻す手がかりが欲しいのに、記憶が戻らなきゃ意味がないもの見せられてもなぁ。
　俺にどうしろと？

「まあ、とにかくだ。巫凪は、幽霊になったときにどこら辺にいたか覚えているか？」

「幽霊になったときですか。確か、気づくと空に浮いていたんです。この町だった思いますけど」

「ってことは、巫凪はこの町近辺に住んでたってことなのかな」

「わかりませんけど、多分、そうだと思います」

「それじゃあ、この近くをうろついてみて、何か思い出すのを待つしかないのかな」
　しかし、巫凪はずいぶん長い間、幽霊をやっていたらしい。

　ってことは、この町も相当見て回っているだろうし、今更になって思い出すなんてことあるんだろうか？

「だあああああああああああああああああああ！最初っから手詰まりかよ！」
「し、真哉さん。そんな無理に私の記憶を取り戻そうとしなくてもいいですよ。そこまで必要なものじゃないですし」

「ダメだ。七夕の短冊に書くくらいなんだから、巫凪だって、本当は記憶を取り戻したいんだろ？」

「それは、そうですけど……」

「だったら、遠慮なんてするなよな。女の子の頼みの一つくらい聞ける甲斐性は持っているつもりだぞ、俺は」

「……あの、でしたら違うことをお願いしてもいいですか？」

「違うこと？」

「はい」

　巫凪には、記憶を取り戻す以上にしたい事があるってことか？
「私、真哉さんと思い出を作りたいです。それも、たくさんです」

「俺と？」

　俺が聞き返すと、巫凪はうなずいて、

「さっき、真哉さんは私と思い出を共有してくれるって言ってくれました。私、それがすごく嬉しかったです。

　だから、今は真哉さんとたくさんの思い出を作りたいんです。記憶のことは、どうすればわからない以上、とりあえず置いておいて。

　……ダメですか？」
「とんでもない！」
　そんな風に言われて、断れるようなやつはいない。
「巫凪が、俺と思い出を作りたいって言うなら望むところだ」

「本当ですか？」
「ああ。記憶のことはとりあえず保留にしてていいって言うならね。それに、俺と遊んでいるうちにひょんなことで思い出すかもしれないし」

　うん。今は、それが一番良い方法か。

　巫凪をつれてそこらを歩いて、楽しみながら記憶を取り戻す。
　うまくいけば一石二鳥だ。
「うん、そうしよう。巫凪と思い出を作りながら、楽しく記憶探しだ」

「はい」

　満面の笑顔を浮かべる巫凪。よっし、じゃあ、一緒に思い出作り……って、何すればいいんだろう？
　幽霊の巫凪と一緒に楽しめることって、う～ん……

　いかん。さっきも同じこと考えてた気がする。これじゃあ、堂々巡りだ。
「ただいま～」

　と、そこで階下からそんな声が聞こえてきた。

　どうやら姉さんが帰ってきたらしい。

「真哉さん。この声、どなたですか？」
「俺の姉さんだよ。あっ、姉さんがいるときは、巫凪と話せないから。気をつけてね」

「はい」

　巫凪にそれだけ注意すると、姉さんがとたとたと階段を上ってくる音がして、

「真哉、いる？」

　と、部屋の外から呼ぶ声。

「入っていいよ」

「おじゃましま～す」

　そう言いながら姉さんがドアを開けて入ってきた。

「あれ、掃除したの？綺麗になってるじゃない」

「そりゃあ、たまには掃除くらいするって。それで、どうしたの？」
「ああ、そうだった。シュークリーム買ってきたんだけど、食べる？」

「マジで！？もちろんく―――」

　食う、と言いかけて、その先を飲み込んだ。

　今は、巫凪がいるんだ。その巫凪を放っておいて、一人だけシュークリームを食べるというわけにもいかないだろう。

「今はいいや……あとで食うよ」

「今ならお茶とかも淹れてあげるけど？」

「いいよ。あとにする」

「そう？う～ん……なにかやっているようには思えないんだけど……」
　確かに姉さんから見たら、俺は一人でボーっとしてるだけに見えるだろう。説明なんてできないから、ここは深く突っ込まれないうちに話題を変えてしまおう。

「それで、姉さんはどこに行ってたの？」

「え？ちょっとぶらついてただけよ」

「ふ～ん」
「あなたも、ずっと家に閉じこもってないで外に出たらよかったのよ。友達でも誘ってさ」
「ははは」

　友達ならここにいるんだけどね。

「それじゃあ、シュークリームは好きなときに食べてね」

　姉さんはそれだけ言って、部屋を出ていった。

　階段を姉さんが降りていく音が聞こえなくなるまでしばらく待って、

「お待たせ、巫凪」

「……今のが、真哉さんのお姉さんですか？」
「うん」

「綺麗な人ですね。それに、すごく優しそう」
「俺と違って、ものすごくできた人だからな、姉さんは」
　なのに、一緒に暮らしてきた俺はどうしてこんなダメ人間なんだろう。この差って何？

「真哉さん」
「ん、何？」

「お姉さんのこと、愛していますか？」

「……へっ？」

　唐突にされたその質問に、一瞬思考が止まる。

　その言葉が耳から脳に行き、その意味を理解するまでにたっぷり十秒ほどかかり―――

「みみみ巫凪！いきなり、な、何聞くんだよ！？」

「何って、お姉さんのことを愛していますかって聞いただけですけど」

「あ、あ、愛って、そりゃ、姉さんは姉さんなんだしその……ああ、とにかく！そんなの恥ずかしくて言えるわけないだろ！」
「真哉さん。それ、ほとんど愛しているって言ってるのと同じです」
「うぅっ……」

　巫凪は、俺の様子をくすくすと笑いながら伺っている。かと思うと、今度はちょっと寂しそうな顔をして、
「仲の良い姉弟なんですね」

「……？」

「羨ましいな……私も頑張ろ」

「頑張る？」

「あ、なんでもないです。なんでも！」

「そう？」

「ハイ！」

　……明らかに何かあるような気がするけど、ここはつっこまない方がいいかな。

　必死にごまかそうとしている巫凪を見て、そんな風に感じたのだった。

　そんな風にしながら、ずっと巫凪と話をしていたら西の空が赤くなり始めていた。

「もうこんな時間か」

　夏の空がここまで来るということはかなり時間が経ったのだろう。時計を見てみると、六時半を過ぎていた。
　ってことは、四時間以上巫凪と話し続けてたのか。よく話のネタもったなぁ。
　我ながらびっくりである。それだけ巫凪は話し易い相手だったということだろうか。
　ちらりと巫凪の顔を見ると、ニコニコしながら俺の方を向いている。

　この笑顔が、そう感じさせてくれるものなのかもしれない。

「真哉～！ご飯よ～！」

　そんなことを考えていると、階下から姉さんのそんな声。

「それじゃあ、私はそろそろ行ったほうがいいですね」
「悪いな、巫凪」

「いいえ。今日はすごく楽しかったです。誘ってくれて、本当にありがとうございました」

「俺も楽しかったよ。また明日な」

「……はい」

　巫凪は軽く微笑むと、その姿を消してしまった。
「真哉～何やってるの～？」

「今行く～！」

　再度姉さんからお呼びがかかり、俺はすぐに部屋を出たのだった。
　今日はずっと話してて、話し疲れちまったな。
　でも、まぁ、面白かったからいいか。
　おやすみ……巫凪。

七月十九日（火）
　

共通ルート２１へ

